
、
上．

訓
点
資
料
に
現
れ
た
ヰ
世
語
に
つ
．
い
．
て

一
、
は
　
し
　
が
　
き

訓
点
資
料
と
国
語
史
と
の
関
係
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
観

点
が
＋
認
め
ら
れ
る
。
第
一
の
観
点
は
、
訓
点
資
料
が
従
来
の
国
語

史
研
l
究
の
空
白
期
や
不
明
事
象
を
、
訓
点
資
料
の
良
質
・
多
量
と
い

う
利
点
に
依
っ
て
効
果
的
に
補
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
朝
平

仮
名
文
の
成
立
以
前
の
、
国
語
資
料
の
乏
し
か
っ
た
平
安
初
期
の
日

本
語
の
実
態
を
、
訓
点
資
料
で
究
明
し
た
り
、
文
字
史
や
日
本
漢
字

青
史
の
研
究
に
鍬
を
入
れ
た
の
も
、
こ
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場

で
は
、
訓
点
資
料
l
の
研
究
は
、
そ
れ
自
身
が
目
的
で
は
な
く
て
、
国
語

°

史
研
究
に
寄
与
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
、
国
語
史
研
究
の
主
に
対
し

！
左
、
溜
資
料
の
研
究
は
掛
品
係
に
あ
告
け
で
あ
る
。
．
第
二
町

’

　

　

l

ト

．

－

一

L

l

）

一

．

r

コ

」

ヽ

　

．

一

．

．

し

　

1

1

．

r

一

．

－

ヨ

観
点
は
、
訓
点
資
料
を
対
象
と
す
る
言
語
の
研
究
、
そ
れ
自
身
に
国

華
行
方
億
が
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
訓
点
資
料
の

示
㍉
．
．
1
林
．
1
．
湧
．
．
潤
．
∴

言
語
の
研
究
が
、
即
ち
・
▼
そ
の
ま
ま
国
語
史
の
二
分
野
た
り
シ
る
、

と
い
う
関
係
で
あ
る
。

。
罰
点
資
料
の
言
語
を
対
象
と
す
る
研
究
の
歩
み
は
、
第
．
一
の
立
場

か
ら
第
二
の
立
場
に
移
っ
l
て
来
て
い
る
。
漢
文
訓
読
語
の
体
系
を
、

和
文
語
と
の
比
較
に
ょ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
五
つ
訓
読
語
が
和
文
や

和
漢
泥
沼
文
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
賢
し
た
の
は
、
．
こ
の
第
二
の
立
場

で
あ
る
。
．
叉
、
漢
文
訓
読
語
の
歴
史
的
変
透
の
実
態
と
そ
の
理
法
と

を
究
明
し
ょ
ヶ
と
す
る
の
も
、
L
の
立
場
に
あ
る
。
こ
の
立
場
に
お

い
て
は
、
平
安
後
期
や
院
政
期
、
更
に
は
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
を

も
、
－
研
究
対
象
と
し
て
正
面
に
据
え
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め

に
、
そ
の
各
資
料
に
投
影
し
た
訓
読
語
が
、
そ
の
訓
点
資
料
．
の
書
か

れ
た
時
期
の
も
の
か
或
い
は
そ
れ
よ
㌢
古
い
時
期
の
も
の
で
あ
右
の

か
と
い
う
、
l
用
語
の
時
代
性
に
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

国
語
史
の
空
自
を
埋
め
よ
う
と
す
を
、
第
一
の
立
場
で
は
、
二
千
安
初

四
七
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期
の
訓
点
資
料
が
主
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
の

用
語
に
は
、
確
か
に
、
当
時
の
冒
薬
が
強
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う

ト
L
l
と
が
、
漢
文
訓
読
史
研
究
上
よ
り
・
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
安

中
期
を
境
と
し
て
、
訓
読
の
方
法
が
、
l
移
点
と
い
う
操
作
を
主
と
す

か
よ
う
に
変
改
し
た
結
果
は
、
．
訓
誠
縛
も
大
せ
く
変
容
し
且
つ
固
定

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
∵
そ
れ
以
後
の
訓
点
資
料
の
川
路
は
、
当
代
語

の
l
反
映
と
い
う
よ
軒
も
、
一
時
代
前
の
訓
読
の
甜
法
や
指
塊
が
伝
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
平
安
後
半
期
以
降
の
訓
点
資
料
の

l

用
語
賀l
直
な
に
、
そ
の
加
点
さ
れ
た
時
期
の
冒
禍
と
見
る
0
は
危

①険
で
あ
る
と
い
う
ー
j
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
l
つ
た
の
は
、
当

然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に
、
・
院
政
期
や
蝕
介
時
代
の
訓
点
資

料
の
中
に
は
、
そ
の
資
料
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
上
代
文
献
に
用
い

ら
れ
た
助
詞
「
不
」
が
未
だ
用
い
ら
れ
て
い
た
り
、
漢
籍
の
中
に
は

「
ナ
ラ
シ
」
「
ケ
ラ
シ
」
等
の
古
形
が
用
い
ら
れ
て
戎
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
そ
れ
ら
の
訓
点
資
料
の
用
語
の
古
さ
を

物
語
る
一
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
総
て
の
訓
点
資
料
に
お
け
旦
厄
箔
の
全
部
が
一
時
代

前
の
言
語
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
詳
細
に
分
析
し
組
察
す

る
な
ら
ば
、
新
形
の
反
映
す
る
こ
と
の
あ
る
資
料
も
あ
る
。
例
え
ば
、

四
八

甘
付
l
・
鵠
鮨
・
語
法
な
ど
と
粟
粥
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誹

地
・
調
法
に
は
古
形
が
強
い
が
、
神
前
盟
田
に
は
新
形
が
反
映
し
み
い

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
叉
、
成
る
租
の
訓
点
賢
料
の
中
に
は
、

菅
紹
l
は
佃
的
の
こ
と
語
法
両
に
お
い
て
も
、
当
代
の
新
形
を
反
映
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
l
と
も
確
か
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

・
院
政
・
錐
介
時
代
の
、
い
わ
ゆ
る
中
世
に
加
点
さ
れ
た
訓
点
資
料

を
調
べ
て
い
る
と
、
そ
れ
よ
り
．
的
の
、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に

は
、
見
川
し
難
い
よ
う
な
、
新
し
い
訂
諮
新
盤
を
見
田
す
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
訂
語
舶
魚
は
、
同
語
史
上
、
院
政
・
蝕
介
時
代
に
な
っ
て

始
め
て
、
日
本
語
に
生
じ
た
新
し
い
耶
魚
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
l
中
世
鍋
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
訓
点
資
料

に
も
現
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
別
点
資
料
の
訂
語
と
い
う
も
の
は
、

漢
文
の
別
班
と
い
う
甘
語
行
為
で
あ
る
以
上
、
当
初
か
ら
原
漢
文

の
表
現
そ
の
も
の
に
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
・
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
、
例
説
と
い
う
首
語
行
為
の
行
わ
れ
る
、
僧
侶
や
柑
士
家
の
学
問

環
痕
の
、
保
守
的
な
性
格
に
よ
っ
て
、
l
院
政
・
銀
介
時
代
に
降
る

と
、
別
統
語
そ
の
も
の
が
、
伝
統
的
な
も
の
に
大
き
く
制
約
さ
れ
る

所
か
ら
、
二
重
の
伽
を
負
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
訓
点
資
料
の
中

に
、
中
世
語
が
見
出
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
当
代
の
口
語
そ
の
も
の



が
、
一
そ
の
ま
ま
全
面
的
に
反
映
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
っ
て
、
平
安
時
代
語
を
基
調
と
す
る
、
伝
統
的
な
、
訓
読
語
の
体

系
の
中
の
許
処
に
、
そ
れ
を
放
っ
て
、
散
見
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
l
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

こ
こ
に
、
「
中
世
語
」
と
い
う
の
は
、
l
中
世
「
十
二
世
紀
か
ら
十

六
世
紀
中
葉
ま
で
－
－
と
い
う
時
期
に
用
い
ら
れ
た
言
語
の
総
量
を

指
す
の
で
は
な
く
て
、
狭
義
に
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
生
じ
そ
の
用

法
r
性
格
が
l
こ
の
時
期
を
象
致
す
る
言
語
事
象
を
指
す
。
．
こ
の
時
期

に
は
、
鹿
に
古
代
語
の
規
範
を
離
れ
た
新
し
い
表
現
が
芽
ば
え
で
亘

る
。
こ
の
表
現
は
、
様
式
の
整
っ
た
近
代
語
そ
の
も
の
と
も
異
な

り
、
′
古
代
語
の
残
照
も
あ
る
、
中
世
と
い
う
時
の
中
で
見
出
さ
れ
る

む
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
中
世
と
い
う
時
代
的
な
拘
束
の
中
に

あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
言
語
的
な
特
散
と
し
て
は
、
過
渡
的
な
性

格
が
、
大
き
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
を
。
右
の
事
象
の
新
し
い
表
現

に
な
り
切
ら
ず
、
同
種
の
表
現
に
お
い
て
、
古
代
語
形
も
用
い
ら
れ

て
い
・
る
中
で
、
新
形
が
散
見
す
る
と
い
う
体
を
皇
す
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
そ
の
事
象
の
中
に
は
、
後
に
、
．
近
代
語
と
し
て
完
成
し
た
も

の
も
あ
り
、
．
定
着
せ
ず
に
消
え
去
っ
た
も
の
滝
あ
る
。

抑
も
、
文
字
に
よ
っ
て
記
す
場
合
に
は
、
特
に
口
頭
語
よ
り
も
文

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

字
言
語
に
価
値
を
認
め
た
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
字
に
よ
る
表

現
を
育
て
て
来
た
所
の
、
古
代
語
の
表
現
上
の
影
響
は
、
中
世
と
い

え
ど
も
、
何
ら
か
の
形
で
蒙
っ
た
で
あ
ろ
シ
か
ら
、
瞥
付
の
旦
頭
語

が
そ
の
ま
吏
純
粋
に
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
で
あ

ろ
う
。
比
較
的
に
、
l
新
形
l
　
の
反
映
し
身
か
・
つ
た
と
考
L
え
．
ら
れ
．
る
片
仮

名
文
に
お
い
て
さ
え
左
様
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
二
重
の
制
約
を
大
き
く
受
け
て
い
る
Y
訓
点
資
料
の
言
語
に
泳
い

で
は
、
l
l
一
層
少
な
い
で
あ
ら
う
．
と
考
え
を
の
が
普
通
で
あ
る
。
に
も

拘
ら
ず
、
訓
点
資
料
の
中
に
、
．
1
事
実
と
し
て
、
中
世
語
が
見
出
さ
れ

る
の
で
あ
聖
し
て
み
れ
ば
、
先
ず
、
そ
′
の
実
態
を
解
明
し
、
、
そ
れ

が
中
世
語
の
ど
の
よ
う
l
 
l
な
面
に
つ
い
て
現
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
よ

う
な
事
象
の
現
れ
る
訓
点
資
料
は
、
一
部
で
あ
る
の
か
広
く
一
般
的

で
あ
る
の
か
、
叉
、
そ
l
　
の
よ
う
な
事
象
が
訓
点
資
料
に
ま
で
現
れ
る

原
因
は
ど
こ
に
あ
か
の
か
、
．
な
ど
に
つ
．
▼
い
て
究
明
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。
．
．

、

．

′

こ
れ
ら
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
串
世
の
訓
点
資
料
は
、

平
安
初
期
訓
点
資
料
が
国
語
史
研
究
に
寄
与
し
た
の
と
は
、
l
事
情
が

異
な
る
乍
ら
も
、
別
の
意
酷
で
、
叉
、
中
世
語
研
究
に
資
す
る
面
が

あ
る
こ
．
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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二
、
「
仮
名
遥
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
」
の

．
摘
記
に
見
る
中
世
語
に
つ
い
て

．
訓
点
資
料
に
中
世
語
の
存
す
る
こ
と
は
、
訓
点
資
料
を
国
語
史
研

究
資
料
と
し
て
始
め
て
紹
介
し
た
　
「
仮
名
造
及
仮
名
字
体
沿
革
史

料
」
（
以
下
「
沿
革
史
料
」
と
略
称
す
る
）
の
摘
記
を
、
そ
の
日
で

眺
め
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
知
ら
れ
る
。
大
矢
透
博
士
の
「
沿
革
史
料
」

（
明
治
四
十
二
年
三
月
刊
）
・
は
、
．
平
安
初
期
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
、

主
要
な
訓
点
資
料
を
選
ん
で
時
代
順
に
記
し
て
、
始
め
て
紹
介
し
、

そ
の
仮
名
字
体
と
仮
名
道
の
沿
革
を
明
ら
か
に
し
た
．
も
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
各
資
料
の
用
語
か
ら
．
拾
っ
た
請
事
象
に
つ
い
て
、
「
傍

訓
」
「
字
音
」
l
「
音
便
」
「
仮
名
遣
」
「
語
法
」
の
項
目
に
分
け
て
、
を

の
語
例
を
摘
記
し
て
い
る
。
資
料
に
よ
っ
て
は
、
．
こ
れ
ら
の
項
目
の

幾
つ
か
を
欠
く
場
合
も
あ
る
が
、
院
政
期
以
降
の
請
資
料
の
中
か

ら
、
中
世
語
の
言
語
事
象
を
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、
そ
の
よ
う
な
言
語
事
象
の
見
ら
れ
る
訓
点
資
料
の
上
限
を

見
る
〔
「
沿
革
史
料
」
の
第
十
七
面
に
掲
げ
ら
れ
た
、
石
山
寺
蔵
の

阿
托
薄
倶
元
帥
大
将
上
仏
陀
羅
尼
経
修
業
法
俵
軌
三
巻
の
．
嘉
保
二
年

六
・
一
〇
九
五
）
訓
点
に
現
れ
る
の
が
初
腋
と
な
る
。
、
そ
の
「
語
法
」

五
〇

キ
七
シ
メ
ゴ

欄
に
摘
記
さ
れ
た
辞
例
の
中
、
「
着
　
金
光
甲
」
の
語
例
は
、
上
一

キ
．

段
活
用
動
詞
の
使
役
形
が
、
平
安
時
代
の
語
法
な
ら
ば
「
着
シ
メ
ヨ
」

と
あ
る
所
を
、
「
セ
」
を
介
在
さ
せ
た
、
「
粛
l
刊
シ
メ
ヨ
」
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
用
法
は
、
院
政
期
以
降
に

は
見
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、

、

ヰ

チ

カ

エ

テ

　

　

メ

▲

r

．

セ

・
将
∴
罷
漸
々
令
レ
見
彼
方
之
気
色
空
冥
福
寺
蔵
将
門
記
承

徳
三
年
点
通
行
）
．
．

ト

i

七

ツ

ノ

▲

…
令
－
見
　
　
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
、
複
製
本
1
7
頁
）
l

ノ

　

セ

　

ニ

・

m

’

‥
令
レ
見
二
御
使
】
侍
（
高
山
寺
本
古
往
来
即
行
）

国

王

ヨ

ロ

コ

ビ

テ

ク

ス

シ

ヲ

メ

シ

テ

、

ミ

セ

シ

メ

タ

マ

フ

ニ

（
蔓
草
首
座
開
書
抄
賽
m
行
）

な
ど
が
、
．
院
政
期
の
用
例
と
し
て
拾
わ
れ
る
。
明
治
三
十
八
年
十
二

月
二
日
文
部
省
告
示
の
「
文
法
上
許
容
す
べ
き
事
項
」
の
第
七
項
に

お
い
て
、「

持
し
む
」
と
い
ふ
べ
き
場
合
に
「
得
せ
し
む
」
と
用
ゐ
る
も

妨

な

L

 

l

と
当
時
の
文
章
表
現
に
許
容
し
た
の
も
、
こ
の
種
の
用
法
が
次
第
に

一
般
化
し
た
趨
勢
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
右
に
挙

げ
た
例
の
最
初
に
掲
げ
た
、
将
門
記
承
徳
三
年
点
の
訓
点
資
料
も
、



「
沿
革
史
料
」
の
第
十
八
両
に
掲
げ
て
あ
り
、
そ
の
「
語
法
」
欄
に

ノ

▲

ト

t

は
、
先
抱
の
「
令
レ
見
」
を
摘
記
し
て
い
る
。
又
、
同
じ
資
料
の

l
r
コ
．
一
力
二
一
◆

「
傍
調
」
掬
の
摘
要
の
中
に
は
、
「
何
　
往
」
が
あ
り
、
．
こ
の
二
例
は

共
に
、
国
語
史
上
、
中
世
語
の
言
語
事
象
と
し
て
、
夙
に
注
目
せ
ら

れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
上
ぅ
な
、
中
世
語
の
言
語
事
象
は
、
「
沿
革
史
料
」
の
、
院

政
初
期
の
第
十
七
両
・
第
十
八
両
か
ら
見
出
さ
れ
始
め
、
以
下
、
最

終
の
五
十
両
の
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
に
至
る
、
室
町
時
代
末
期

の
訓
点
資
料
ま
で
の
中
か
ら
、
併
せ
て
二
十
数
面
の
罰
点
資
料
に
つ

い
て
摘
記
せ
ら
れ
た
語
例
に
お
い
て
、
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
摘
記
の
語
例
の
中
か
ら
拾
い
出
し
た
請
事
象

を
、
私
に
整
理
し
て
、
．
H
語
法
に
関
す
る
事
象
、
⇔
国
語
の
音
韻
に

．

関
す
る
事
象
、
目
漠
字
音
に
関
す
る
事
象
、
帥
語
詞
に
関
す
る
事

象
、
国
方
言
に
関
す
る
事
象
、
に
類
別
し
て
、
次
下
に
掲
げ
る
こ
と

に
す
る
。

H
、
去
開
法
に
関
す
る
事
象

こ
れ
に
は
、
‖
動
詞
の
活
用
に
関
す
る
も
の
、
の
形
容
詞
の
活
用

に
閑
す
笥
も
の
」
伺
助
詞
・
助
動
詞
の
附
属
用
法
に
関
す
る
も
の
、

囲
時
制
助
動
詞
「
タ
」
の
例
、
伺
助
動
詞
の
連
体
形
の
用
法
、
が
あ

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

る
。

の
動
詞
の
活
用
に
関
す
る
も
の
－
．
・
l

の
上
一
段
活
用
動
詞
「
用
ヰ
ル
」
を
、
ワ
行
叉
は
ハ
行
の
上
二
段
活

用
と
し
た
滝
の

ウ用
之
邦
国
（
三
十
四
面
、
群
書
治
要
建
長
等
点
、
「
語
法
」
欄
）

ヒ

シ

▲

　

モ

ナ

ウ

ル

「

ハ

’

廟
レ
兵
事
レ
　
　
天
　
（
五
十
両
、
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
、
・

「
語
法
」
欄
）
l

雪
引
っ
ル
l

観
其
所
申
　
（
三
十
九
両
、
論
語
集
解
嘉
暦
三
年
点
、
「
仮
名

l
遣
」
欄
）

何
ヤ
行
動
詞
の
連
体
形
語
尾
を
ハ
行
に
し
た
も
の

▲
ク
フ
ル
「

和
　
二
五
十
面
、
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
語
法
」
欄
）

の
ハ
行
及
び
り
行
二
段
活
用
動
詞
の
語
尾
を
、
キ
行
に
し
た
も
の

ユ

ル

、

’

輿
レ
命
云
二
十
九
両
、
′
論
語
集
解
罫
暦
三
年
点
、
「
仮
名
遣
」

欄
）

。
．
．
．
↓
ヲ

教
レ
人
・
（
五
十
両
、
．
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
、
・
「
語
法
」
欄
）

ウ
ユ
ル

種
　
（
四
十
七
両
、
倭
漢
朗
詠
集
私
注
永
正
五
年
点
、
「
仮
名

・
遣
」
欄
）
l
 
l

ユ
ル
「

参
　
　
（
同
右
四
十
七
面
、
．
「
語
法
」
欄
）
・
　
　
F

毛
チ
ユ
ル

以
　
（
四
十
六
面
、
論
語
義
疏
文
明
十
九
年
点
、
「
傍
訓
」
欄
）

五
一



訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

モ
チ
ユ
ル

．
注
二
　
其
耳
目
】
　
（
五
十
両
、
老
子
遺
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
傍

訓
」
欄
）

ユ
ル
「

▼
　
用
　
之
（
同
右
五
十
両
、
「
傍
訓
」
欄
）

．

イ

ヌ

．

⇔
「
寝
」
の
活
用
（
ラ
行
四
段
活
用
の
意
か
。
「
イ
ネ
ラ
レ
ズ
」
の

誤
認
に
よ
る
か
）

∵

‥

イ

ネ

ラ

▼

・

∵
不
レ
味
　
（
二
手
四
面
、
群
書
治
要
建
長
等
点
、
「
語
法
」
欄
）

㈹
二
段
活
用
の
一
段
化
か
（
但
し
、
何
回
の
用
例
と
も
見
う
る
）

命
ツ
ケ
ル
「
也
（
五
十
両
、
老
子
遺
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
語
法
」

欄
）

的
動
詞
の
連
体
形
に
「
ト
モ
」
（
終
止
形
附
属
）

．
ナ
モ

待
ウ
ル
托
之
（
同
右
五
十
両
、
「
語
法
」
欄
）

研
形
容
詞
の
活
用
に
関
す
る
も
の
．
．
．

の
形
容
詞
の
終
止
形
の
．
「
1
シ
シ
」
形

ア
シ
ヽ

∴
凶
・
（
同
右
五
十
両
、
「
語
法
」
瀾
）

ユ
ル
ク

伺
「
緩
」
の
シ
ク
活
用
l
（
誤
推
に
よ
る
か
）
．

が
附
く
用
法

ユ
ル
シ
ク

、
共
文
鎮
　
（
三
十
七
面
、
．
春
秋
経
伝
集
解
弘
安
元
年
点
、
「
語

法
」
欄
）

伺
助
詞
・
助
動
詞
の
附
属
用
法
に
関
す
る
も
の

五
二

の
「
キ
セ
シ
メ
」
「
ミ
セ
．
シ
メ
」
の
附
属
（
前
出
）

的
完
了
の
助
動
詞
「
リ
」
が
下
二
段
活
用
動
詞
に
附
い
た
用
法

タ

ヘ

リ

善
能
折
衷
之
談
（
二
十
五
両
、
高
僧
伝
長
寛
元
年
等
点
、
「
語

法」欄）・・

ア
ア
ケ
リ

扶
　
丹
苺
（
四
十
面
、
遊
仙
窟
康
を
二
年
点
、
．
「
語
法
」
欄
）

徹
昏
プ
ケ
リ
他
耳
（
同
右
四
十
面
、
「
語
法
」
欄
）

タ
へ
け
7

能
　
翠
（
同
右
四
十
両
、
「
語
法
」
欄
）
一

内
達
体
格
助
詞
「
ノ
」
が
」
連
体
形
に
附
い
た
用
法
．

漢
胎
整
封
之
朝
（
四
十
七
面
、
倭
漠
朗
詠
集
私
注
永
正
五
年

点
、
「
語
法
」
欄
）

伺
時
制
助
動
詞
「
タ
」
の
例
（
但
し
、
後
述
の
よ
う
に
誤
引
の
例
）

ウ
カ
レ
タ
コ
へ

風
．
．
声
（
四
十
面
、
′
遊
仙
窟
康
、
彗
一
年
点
、
「
仮
名
造
」
欄
）

囲
助
動
詞
の
連
体
形
の
用
法
（
連
体
形
が
、
係
助
詞
や
疑
問
語
等
と

呼
応
せ
ず
、
l
そ
の
ま
ま
で
終
止
す
る
）
但
し
、
こ
の
例
は
皆
、
．
片

仮

名

交

り

文

J

 

l

得
業
ト
書
列
の
ト
テ
（
三
十
二
面
、
春
華
秋
月
抄
草
、
宗
性
、

「
語
法
」
閥
）
．

見
レ
ハ
サ
苛
で
党
二
同
三
十
二
面
、
同
庸
）

御
病
l
。
ア
徹
外
で
覚
朕
（
同
右
、
同
欄
）



⇔
、
．
国
語
の
音
韻
に
関
す
る
事
象

こ
れ
に
は
、
の
語
頭
の
狭
母
音
の
脱
落
、
伺
長
母
音
、
伺
母
音
交

替
、
囲
「
イ
」
を
「
こ
と
す
る
、
用
促
音
の
「
ツ
」
表
記
、
何
校

音
「
ソ
」
の
介
入
、
が
あ
る
。

M
語
頭
の
狭
母
音
の
脱
落
－
－
代
名
詞
「
ド
コ
」
の
例

l
r
コ
一
－
カ
l
「
千

伺
　
往
（
十
八
両
、
将
門
記
承
徳
三
年
点
、
「
傍
訓
」
砲
）

用
長
母
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

オ
ウ
▲
ネ

蓋
　
（
四
十
一
面
、
古
文
孝
経
正
平
十
三
年
点
、
「
俳
訓
」
及

び
「
仮
名
造
」
欄
）

川
母
音
交
替

の
u
段
と
0
段
と
の
交
替

サ
イ
ト

近
l コ

○

　

　

　

、

　

　

・

　

　

　

　

、

　

　

　

．

（
十
九
面
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
、

「
傍
訓
」
欄
）

計
　
（
三
十
四
両
、
群
書
治
要
建
長
等
点
、
「
音
便
」
欄
）

伺
a
段
と
0
段
と
の
交
替

コ

■

ス

「

慾
　
（
十
九
面
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
盲
点
、
「
傍
訓
」
欄
）

イ
マ
シ
メ
．
．

懲
コ
：
メ
（
二
十
九
両
、
十
七
粂
窓
法
承
安
三
年
点
、
「
傍
訓
」

欄
）

囲
「
イ
」
を
「
ユ
」
と
す
る

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

カ
ス
上

不
計

カ
ス
上

（
二
十
一
面
、
金
光
明
経
天
承
二
年
点
、
「
仮
名
遣
」
欄
）

ユ

ワ

ヲ

∵
巌
（
四
十
七
両
、
倭
漠
朗
詠
集
私
注
永
正
五
年
点
、
「
仮
名
遣
」

欄
）

的
促
音
便
の
「
ツ
」
表
記
．

ホ
プ
シ
チ

欲
　
六
二
十
七
両
、
．
香
薬
抄
永
萬
元
年
点
、
「
音
便
」
欄
）

．
．
ヅ
才
〓
〟
プ
ツ

▼
縫
　
（
三
十
三
両
、
自
民
文
集
古
点
、
「
音
便
」
欄
）

l
　
タ
プ
ト
ヒ

巌
　
（
五
十
面
、
老
子
道
徳
経
天
空
ハ
年
点
、
「
音
鳳
」
欄
）

的
抗
音
「
ツ
」
の
介
入

へ
ソ
ヒ

旭
H
（
二
十
二
両
、
法
苑
珠
株
長
彗
尋
点
、
「
傍
訓
」
欄
）

日
、
漢
字
昔
に
関
す
る
事
象

こ
れ
に
は
・
川
唇
内
入
声
韻
尾
の
賂
音
化
、
伺
喉
内
入
声
硯
尾
の

促
音
化
、
．
聞
合
拗
音
の
菱
記
と
消
失
、
初
オ
段
拗
長
音
、
何
長
音
、

伺
「
シ
ユ
」
を
l
「
シ
」
と
す
る
、
示
あ
冤
．

川
唇
内
入
声
韻
属
の
促
音
化
．

ツ
ヅ
．
．

集
解
（
四
十
六
両
、
論
語
義
疏
文
明
十
九
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

1

．

カ

ク

l

　

　

　

　

　

　

　

・

l

l

横
島
習
常
（
五
十
年
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
字
音
」

シ
γ
　
．

1
凍
河

川
喉
内
入
声
親
局
の
促
音
化

ハ
ツ
ク
け
、

百
和
（
三
十
二
両
、
春
草
秋
月
抄
草
、
．
「
字
音
」
欄
）

五
三



訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

l
ク
ウ
ツ

霞
光
（
四
十
一
両
、
古
文
孝
経
正
平
十
三
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

川
合
拗
音
の
表
記
と
消
失

ケ
エ
ツ

血
（
三
十
六
面
い
古
文
孝
経
層
治
三
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

サ

イ

ク

ヰ

ソ

キ

ソ

周
最
郡
、
．
上
郡
（
四
十
八
面
、
史
記
永
正
七
年
点
、
「
字
音
」

．
ス
・
シ
ユ

欄
）
▼

カ
ク撞

鳥
習
常
（
五
十
面
、
前
出
）

シ
ツ

伺
オ
段
拗
長
音

キ

ウ

テ

ウ

．

休
徽
（
四
十
一
面
、
古
文
孝
経
正
平
十
三
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

ケ
7共

　
（
四
十
六
両
、
論
語
義
疏
文
明
十
九
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

ケ
フ挟

　
（
五
十
面
、
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

伺
長
音
表
記

7

ウ

カ

∵

ワ

．
一

奉
行
（
四
十
七
面
、
倭
漢
朗
詠
集
私
注
永
正
五
年
点
、
「
字
音
」

欄．）

7
ウ

千
峯
（
同
右
、
同
欄
）

五
四

ジ
ソ辞

風
（
五
十
面
、
．
老
子
遺
徳
経
天
正
六
年
点
、
「
字
音
」
欄
）

シ
タ様

々
ク
リ
焉
（
蹄
右
、
同
欄
）

画
、
語
詞
に
関
す
る
事
象

l

エ

ソ

　

　

　

　

　

l

こ
れ
に
は
、
の
「
－
カ
ス
」
と
の
「
所
以
」
と
が
あ
を
。

の
「
1
カ
ス
」

ノ
タ
ラ
カ
シ

廻
　
天
（
十
七
面
、
扁
嘩
薄
倶
元
帥
大
将
上
仏
陀
羅
尼
経
修

．
．
行
法
儀
軌
嘉
保
二
年
点
、
「
語
法
」
欄
）

イ
カ
ヲ
カ
∵
▼

－
怒
　
　
目
（
同
右
、
同
欄
）

隆
．
．
契
三
十
五
面
、
煩
琴
二
代
格
文
永
五
年
点
、
「
傍
訓
」
欄
）

サ
カ
ヤ
カ
ツ
・

初
．
「
所
以
ユ
エ
ソ
」
．

1

エ

▲

所
以
（
三
十
九
両
、
計
語
集
解
嘉
堅
二
年
点
、
「
仮
看
過
」
欄
）

的
、
方
言
に
関
す
る
事
象

こ
れ
に
は
、
第
四
十
七
面
、
l
倭
漢
朗
詠
集
私
注
永
正
五
年
点
の

「
字
音
」
欄
に
、
次
の
一
よ
う
な
例
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

鯖
雲
フ
（
眉
十
六
両
、
論
語
義
疏
文
明
十
九
年
点
、
「
字
音
」

一
個
「
l
 
l

ツ

ユ

ウ

シ

コ

タ

I
．
種
．
薙
．
．
（
同
右
」
同
欄
）

的
「
シ
ユ
」
を
「
シ
」
と
す
る

ナ
ウ
キ
ー
・
ウ
　
　
　
ナ
ウ
サ
ク
ッ
ク

H
浪
　
香
　
　
朝
受
松

㈲
酎
乱
　
l
　
掛
野
　
㌶

ヒ
ウ
，
　
　
　
　
’
ウ
シ
ク
　
　
　
　
ッ
ク

麦
其
　
　
黄
梢
　
　
蒲

何
は
字
音
仮
名
辻
で
は
　
「
ヂ
ヨ
ウ
」
「
シ
ョ
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
も

の
、
餌
は
〓
段
音
＋
ウ
」
（
レ
ウ
・
セ
ウ
・
へ
ウ
．
・
セ
ウ
）
・
と
哀



記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
に
当
時
は
既
に
オ
段
拗
長
音
に
な
っ

◎

て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
何
も
個
も
同
一
表
記
で
あ
っ

て
、
し
か
も
、
オ
段
拗
長
音
の
6
で
は
な
く
、
丘
と
い
う
長
音
に
発

音
さ
れ
て
い
た
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
倭
漢
朗
詠
集
私
注
の
加

．

1

°

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

点
者
は
、
九
州
肥
後
国
、
釈
迦
院
の
住
僧
で
あ
っ
て
、
摘
記
に
よ
る

と
、
同
種
の
例
は
総
て
、
右
の
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

説
語
は
、天

台
沙
門
秀
繁
書
写
畢

永
正
五
年
二
月
三
日
（
上
巻
末
）

九
州
肥
後
釈
迦
院
住
僧
大
智
坊
秀
繁
書
之
　
（
花
押
）
（
下
巻
末
）

と
あ
る
。
P
ド
リ
ー
ゲ
ス
日
本
大
文
典
の
刊
行
は
永
正
五
年
よ
り
百
年

降
る
が
、
そ
の
「
あ
る
国
々
に
特
有
な
言
ひ
方
や
発
音
の
靴
に
就
い

て
」
l
の
中
、
「
豊
後
」
「
肥
前
、
肥
後
、
筑
後
」
「
筑
前
、
博
多
」
を
説
い

た
後
に
、
「
下
（
x
i
m
O
）
l
の
地
方
全
般
に
関
す
る
附
記
」
と
し
て
、

○
こ
の
．
下
．
．
の
九
ヶ
国
は
す
べ
て
一
す
ぱ
っ
て
一
（
s
u
b
a
t
t
e
）

l
発
音
す
る
6
を
長
音
の
丘
に
変
へ
る
。
例
へ
は
、
H
H
誓
．
（
一

升
）
、
S
①
（
添
ふ
）
、
．
q
u
e
か
（
今
日
）
な
ど
を
H
冒
由
（
い
・
つ
し

ゆ
う
）
、
S
由
（
す
う
）
、
q
u
i
か
（
き
ゅ
う
）
な
ど
と
い
ふ
。

．
（
土
井
忠
生
博
士
訳
本
六
一
一
頁
）

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

チ

ク

　

廿

こ

り

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
摘
記
さ
れ
た
右
掲
例
の
「
浪
」
「
瞭
」
等
は
、

正
に
こ
の
記
事
の
事
象
に
符
合
す
る
4
さ
す
れ
ば
、
中
世
の
罰
点
資

料
の
中
に
は
、
加
点
者
の
地
方
の
方
言
的
特
孜
か
反
映
す
る
こ
と
が

あ
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

大
矢
博
士
は
そ
の
「
築
説
」
に
お
い
て
、
「
こ
の
書
、
音
訓
の
常

に
異
な
る
も
の
少
か
ら
ず
、
憩
ぐ
は
筆
者
の
地
方
に
於
け
る
読
癖
に

よ
り
て
然
る
も
の
な
ら
ん
」
と
注
意
さ
れ
て
い
る
。
・
こ
の
「
読
癖
」

が
具
体
的
に
ど
の
事
象
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
又
「
読
癖
」

の
概
念
も
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
．
如
上
の
．
事
実
を
踏
ま
え

て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
㍗

以
上
の
語
例
は
、
大
矢
透
博
士
が
、
そ
れ
ら
の
訓
点
資
料
に
お
け

る
仮
名
字
体
及
び
仮
名
達
の
調
査
中
に
、
目
に
触
れ
た
も
の
を
、
．
1
各

欄
に
任
意
に
摘
記
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
十
分
な
整
理
と

検
討
と
を
経
た
と
は
見
難
い
。
一
特
に
草
創
期
の
仕
事
と
し
て
、
誤
引

や
誤
読
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
時
制
助
動
詞
「
タ
」
の
例

と
見
ら
れ
た
、
遊
仙
窟
康
永
三
年
点
の
そ
の
箇
所
を
l
、
原
本
に
就
い

て
検
討
す
る
と
‥

ウ

カ

レ

タ

ル

コ

ヘ

ノ

ミ

コ

ソ

一
風
t
㍉
撃
∵
．
1
（
古
典
保
存
会
覆
製
本
で
は
十
六
丁
表
）

の
ま
ぅ
に
「
タ
ル
」
．
と
あ
っ
七
誤
引
で
あ
っ
l
た
こ
と
が
判
る
。
．
し
か

五
五



訓
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世
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．
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）

し
、
先
掲
の
諸
事
象
の
中
に
は
、
r
同
例
や
類
例
が
、
′
中
世
の
訓
点
資

料
に
実
際
に
確
か
に
存
し
て
l
い
．
て
ヽ
l
「
沿
革
史
料
」
1
の
挙
例
よ
り
も
、

時
代
が
湖
っ
た
り
「
例
数
が
多
か
・
つ
た
り
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い

の
で
あ
る
。
▼
但
し
、
「
沿
革
史
料
」
は
、
・
中
世
語
研
究
と
い
う
一
定

目
的
に
従
っ
七
訓
点
資
料
か
ら
例
を
拾
っ
．
た
滝
の
と
は
考
え
ら
れ
た

い
か
ら
‥
用
例
採
取
の
基
準
が
明
確
で
．
な
｛
用
例
を
網
羅
し
た
か

香
か
の
保
証
l
も
な
い
〕
∵
∴

・
．
・
示
世
語
研
究
の
対
象
と
し
て
、
一
中
世
の
訓
点
資
料
を
扱
う
た
め
に

は
、
し
中
世
語
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
」
．
先
ず
、
融
点
資
料
を

検
討
⊥
薫
．
「
蘭
耳
史
料
」
一
で
取
上
げ
た
以
外
の
資
料
を
も
広
く
見

渡
し
、
そ
l
れ
カ
の
性
格
や
系
統
を
予
見
t
た
後
に
、
次
に
、
そ
こ
に

現
れ
諮
中
世
語
の
恕
事
象
に
つ
い
て
、
組
絞
的
に
そ
の
実
態
や
性
格

を
調
べ
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
理
由
等
を
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ー
′

三
、
古
文
孝
経
の
諸
訓
点
資
料
に
現
れ
た

ヰ
世
語
に
つ
い
て
．
．

l
訓
点
資
料
の
今
日
に
伝
存
す
る
も
の
は
露
大
な
量
に
上
る
。
今
、

院
政
期
以
降
の
、
中
世
に
限
？
た
上
し
て
も
そ
の
数
量
は
多
く
し

一
生
ハ

て
」
　
そ
れ
ら
の
総
て
に
わ
た
っ
て
「
　
こ
こ
に
お
い
て
、
．
こ
の
一
篇
に

取
上
げ
論
じ
尽
す
こ
と
は
、
紙
数
の
制
約
か
ら
滝
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
．
「
本
稿
で
は
」
　
中
世
の
古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
の
十
一
点
に
つ
い

て
、
．
三
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
っ
て
、
．
見
通
し
を
得
よ
う
と

思
う
の
l
で
あ
る
。

古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
を
取
上
げ
た
の
は
、
．
次
の
よ
う
な
理
由
に

ょ

る

！

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

1
．
．
現
存
す
る
点
数
が
多
い
。
・
又
、
・
加
点
時
期
も
鎌
倉
初
期
か
ら
室

町
時
代
の
各
時
代
に
わ
た
一
っ
て
い
る
。
特
に
中
位
語
研
究
上
、
今

後
特
に
究
明
す
べ
き
時
期
の
、
鎌
倉
時
代
に
、
十
点
が
現
存
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
を
同
じ
く
l
す
る
か
ら
、
比
較
考
察
す
る
こ

・
と
が
容
易
で
あ
る
。

2
　
そ
れ
ら
の
罰
点
資
料
は
、
漢
籍
訓
読
史
上
、
系
統
づ
け
が
可
能

◎

二
で
あ
り
、
素
姓
が
判
明
し
て
い
る
。
1

3
－
古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
に
は
、
愛
知
県
（
旧
三
河
国
）
猥
投
神

・
社
に
お
い
て
訓
読
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
地
方
語
を
掠
究

・
す
る
対
象
が
含
ま
れ
る
。
・

4
－
こ
れ
ら
の
訓
点
資
料
の
全
巻
を
、
筆
者
は
、
親
し
く
、
原
本
に

就
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
－



5
　
「
沿
革
史
料
」
の
中
に
も
、
古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
が
既
に
二

点
取
上
げ
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
中
世
語
と
し
て
、
長
甲

昔
、
境
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
、
合
拗
音
の
表
記
、
オ
段
拗
長
音

の
請
事
象
の
例
が
見
ら
れ
た
。

本
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
、
古
文
孝
経
の
罰
点
資
料
の
、
加
点

年
時
、
素
姓
・
系
統
等
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
猿
投
神
社
萩
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
兢
業
点
（
略
称
「
建
久
六
年

本」）l
（
識
語
）
書
本
云
承
安
四
品
正
月
址
肥
州
二
千
石
令
授
干
予
畢

即
以
清
家
之
証
本
所
写
取
也
此
本
老
　
師
匠
御
手
跡
也
　
契

真
法
師
記
之

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
撃
方
廿
六
日
美
州
遠
山
之
庄
飯

一
高
寺
書
写
了

建
久
六
年
清
原
家
本
を
l
以
て
書
写
加
点
ハ
本
奥
の
肥
州
二
千
石
は

清
原
兢
業
と
い
う
。
美
渡
国
で
加
点
。
∴

②
内
醇
乾
富
民
蔵
古
文
孝
経
仁
治
三
年
識
語
本
（
「
仁
治
識
語
本
」
）

巻
首
序
の
一
部
欠
。
識
語
に
．
「
文
主
事
若
九
十
六
歳
」
．
と
あ
る
。
l
松

岡
忠
良
氏
蔵
の
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
）
清
原
教
隆
が
実
時
に
率
授

加
点
し
た
奥
書
と
同
文
が
内
藤
本
に
あ
り
、
内
藤
本
が
教
隆
本
の
転

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

写
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
訓
読
法
は
清
原
家
関
東
系

⑥

に
属
す
る
。
一

③
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
巻
第
九
所
収
古
文
孝
経
∴
「
群
書
潜
要

本」）
抜
草
。
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
清
原
教
隆
の
加
点
。
訓
読
法
は

清
原
家
関
東
系
。
．

④
書
陵
部
蔵
古
文
孝
経
永
仁
七
年
点
（
「
永
仁
七
年
点
」
）
．

永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
清
原
教
有
（
教
隆
の
孫
）
．
の
加
薫
∵
本

文
は
宋
銭
塘
呉
三
郎
入
道
書
写
4
訓
読
法
は
清
原
家
関
東
系
。
1

⑤
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
書
写
加
点
本
（
「
療
治
三
年
本
」
）

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
金
王
暦
書
写
、
加
点
。
本
奥
に
「
頼
業

良
業
等
以
此
本
為
相
伝
本
」
と
あ
l
り
、
良
業
の
一
子
清
原
煩
尚
の
本

を
書
写
移
点
し
た
と
あ
る
。
松
岡
忠
良
氏
蔵
寛
元
五
年
本
の
奥
書
に

よ
る
と
、
廟
尚
は
」
承
元
二
年
に
良
菜
か
ら
家
の
秘
説
を
l
受
訓
⊥
て

い
る
。
訓
蔵
法
は
清
原
家
京
都
系
。
∴

⑥
書
陵
部
蔵
古
文
孝
経
元
亨
元
年
点
本
≒
元
宇
元
年
本
」
）
・

．
元
手
元
年
一
（
一
室
二
）
清
原
良
枝
が
累
家
秘
説
を
式
部
大
夫
殿

に
率
授
し
た
識
語
が
あ
る
。
・
寛
元
本
の
奥
書
に
よ
る
と
！
弘
長
二
年

（
三
六
二
）
に
祖
父
煩
尚
よ
り
家
説
を
受
け
て
い
る
？
訓
読
法
は

五
七



訓
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て
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清
原
家
京
都
系
。

⑦
天
理
図
書
館
蔵
古
文
孝
経
正
安
四
年
点
本
（
「
正
安
四
年
本
」
）

（
識
語
）
正
安
四
年
八
月
五
日
以
家
説
授
申
了
　
直
学
士
清
原

（
花
押
）

（
瑚
筆
）
㌧
「
率
受
説
了
．
．
政
秀
．
（
花
押
）
」

正
安
四
年
（
二
二
〇
二
）
．
の
直
学
士
は
へ
　
そ
の
訓
法
と
時
期
と
か

ら
清
原
良
枝
、
．
叉
は
そ
の
近
い
血
縁
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。
全
巻
中

に
清
家
と
は
異
な
っ
七
「
中
原
家
」
の
訓
を
「
中
」
と
明
記
し
て
伝

え
て
い
る
。

⑧
書
陵
部
蔵
古
文
孝
経
元
徳
二
年
書
写
移
点
本
（
「
元
結
二
年
本
」
）

元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
清
原
艮
賢
（
良
美
の
子
孫
）
書
写
移
点
。

本
云
に
清
原
定
康
・
頼
業
の
説
や
、
江
家
・
藤
原
忠
長
家
説
、
中
家

本
や
、
．
．
式
家
長
英
等
の
説
を
伝
え
、
一
孝
経
述
議
に
引
合
せ
た
と
い
う

記
事
も
あ
る
。
・

⑨
東
洋
文
庫
歳
古
文
孝
経
延
慶
元
年
書
写
本
（
「
延
慶
冗
年
本
」
）

奥
書
に
「
延
壁
元
年
（
一
三
〇
八
）
十
月
廿
七
日
書
写
了
」
と
あ

り
∵
又
1
「
本
奥
云
幸
授
天
子
畢
、
‥
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
五
月
二

日
於
雨
中
而
率
受
六
角
棒
大
進
殿
説
畢
」
と
あ
る
。
訓
法
は
清
原
家

説
。

五
八

⑲
高
野
山
宝
寿
院
蔵
古
文
孝
経
鎌
倉
後
期
点
（
「
宝
寿
院
本
」
）

⑤

博
士
家
の
訓
法
を
伝
え
る
が
、
部
分
的
に
仏
家
読
を
交
え
る
．
。

⑪
書
陵
部
兢
古
文
孝
経
文
亀
二
年
識
語
本
（
「
文
亀
二
年
本
」
）
▼
・

（
識
語
）
文
亀
二
年
二
月
田
感
得
之
朱
墨
両
説
活
説
無
相
違
頗
可

謂
本
書
乎
　
左
大
史
小
槻
宿
祢
時
元

女
色
二
年
（
一
．
五
〇
二
）
．
感
得
の
改
暦
で
為
る
が
、
本
文
・
罰
点

共
に
当
時
の
l
も
の
と
見
ら
れ
る
。
屋
町
時
代
の
古
文
孝
経
の
訓
点
資

刹
l
の
例
と
⊥
て
、
参
考
に
加
え
る
こ
せ
に
し
た
。

以
上
、
現
存
す
る
当
時
の
古
文
孝
経
の
罰
点
資
料
は
、
．
総
て
清
原

家
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
十
二
点
の
訓
点
資
料
の
全
巻
宝
試
解
す
る
と
、
ど
の
資
料

に
も
、
中
世
語
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
、
資
料
と
の
閑
適
を
考

え
て
、
㈲
同
一
一
の
言
語
事
象
が
、
十
一
点
の
殆
ど
総
て
の
資
料
の
同

一
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
、
㈲
同
壇
の
言
語
事
象
は
、
各
資

料
に
散
見
す
る
が
、
語
例
や
箇
所
が
必
ず
し
も
共
通
し
な
い
も
の
、

約
一
資
料
に
の
み
偏
っ
て
、
或
る
言
語
事
象
詳
が
共
通
し
て
現
れ
る

も
の
、
の
三
つ
に
別
け
て
、
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

囚
　
同
一
の
言
語
事
象
が
、
十
一
点
の
殆
ど
総
て
の
資
料
の
同
一
管

．
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
。



こ
れ
に
は
H
語
法
の
「
用
ウ
」
と
、
⇔
語
詞
の
「
1
カ
ス
」
、
日

′
’

「
射
サ
シ
ム
」
の
語
法
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
　
　
　
　
l

H
上
一
段
活
用
動
詞
「
用
キ
ル
」
を
り
行
上
二
段
に
活
用
さ
せ
た
も

の
。

〔
踵
久
六
年
本
〕

〔
仁
治
詑
語
本
〕

〔
群
書
治
栗
本
〕

一
〔
永
仁
七
年
点
〕

〔
建
治
三
年
本
〕

〔
元
亨
元
年
本
〕

〔
正
安
四
年
本
〕

〔
元
徳
二
年
本
〕

〔
延
替
刃
年
本
〕

〔
宝
寿
．
院
本
〕

サ
ト
イ

用

へ
，
＋
ヤ
ウ

之
郷
－
1

○

ク

と

い

へ

り

用
千
之
郷
l

O

l
　
に人

竃0
に

人
l
焉

（
序
、
三
九
行
）

（
抜
草
の
た
め
こ
の
箇
所
を
欠
く
）

サ

と

い

へ

り

　

に

用
〓
　
之
郷
l
人
l
焉
（
序
、
六
丁
オ
）

0

聖
餐
等
（
序
、
複
製
本
四
丁
ウ
）

道
徳
経
天
正
六
年
点
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
文
孝
経
建
久

六
年
本
の
例
は
そ
れ
よ
り
滝
時
代
が
渕
る
。
又
仮
名
の
付
け
て
な
い

二
本
と
宝
寿
院
本
（
仏
家
読
を
交
え
る
）
と
を
除
い
て
、
元
徳
二
年

本
首
で
総
て
、
こ
の
新
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
．
古
文
孝
経
に
は

「
モ
チ
ヰ
ル
」
と
訓
読
す
べ
き
所
は
他
に
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
上
一
段

形
が
多
い
が
、
清
原
家
点
本
の
、
序
の
こ
の
箇
所
に
は
、
一
様
に
、

「
モ
チ
ヱ
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
由
、
仁
治
識
語
本
に
は
、

ト

モ

ヒ

1

に

モ

チ

ウ

と

こ
の
箇
所
の
他
に
、
第
十
三
章
に
「
錐
日
　
用
」
（
四
二
〇
行
一
・
四

二
三
行
）
の
例
が
見
ら
れ
る
。

⇔
語
詞
「
1
カ
ス
」

モ
ナ
ウ
（
．
こ
い
へ
ウ
キ
ヤ
ウ
　
に

用
　
　
之
郷
人
焉
（
序
、
六
五
行
）
l

彗
去
宗
主
焉
（
序
、
六
八
行
）
－

に

熱
。
㍗
↓
新
人
詳
（
序
・
六
五
行
）
．

〇

断
つ
ち
墾
パ
憲
（
序
、
八
丁
オ
）

ル
ト
イ
へ
ー
’
キ
ヤ
ク
　
．
t
モ
・
l

用
一
・
l
　
之
郷
　
人
焉
（
序
、
．
五
四
行
）

0　　　　0〇

．

ト

イ

ヘ

リ

　

　

　

．

1

〔
文
亀
二
年
本
〕
用
こ
　
之
郷
－
人
嘉
（
序
、
五
七
行
）

「
モ
サ
ゥ
」
と
い
う
上
二
段
活
用
は
、
「
モ
チ
ヰ
ル
」
か
ら
転
じ
た

新
形
で
あ
っ
て
、
「
浄
革
史
料
」
で
も
、
群
書
治
要
建
長
等
点
．
・
老
子

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

〔
建
久
六
年
本
〕

〔
仁
治
識
語
本
〕

〔
群
書
治
要
本
〕

〔
永
仁
七
年
点
〕

〔
建
治
三
年
本
〕

〔
元
手
元
年
本
〕

〔
正
安
四
年
本
〕

〔
元
徳
二
年
本
〕

し
て
ア
タ
ハ

不
　
起

す
し
て
　
7
タ
ハ

不
ト
．
対
呈
昌
こ
　
前
－
烈
一

サ
カ
ヤ
カ
ナ
こ
と
．
　
O
を

昌
　
　
前
－
烈
】

サ
カ
ヤ
カ
ス
こ
と
　
　
0
を

（
開
宗
明
義
章
第
一
）

（
同
右
、
一
〇
八
行
）

（
抜
草
の
た
め
こ
．
の
箇
所
を
欠
く
）

ス

ッ

て

7

タ

ハ

　

サ

カ

ヤ

カ

ス

こ

と

　

　

0

を

不
レ
魁
レ
昌
こ
　
　
前
－
烈
一

一
、
十
丁
ウ
）

ツ
て
7
タ
バ
ー
サ
カ
ヤ
カ
ス
こ
と
．
・
．
°
を

不
レ
屯
ゴ
盲
目
こ
　
．
前
－
烈
一
l

l
て
7
タ
ハ
　
サ
カ
ヤ
カ
ス
こ
と
　
l
′
　
　
な

不
四
魁
皇
昌
こ
　
　
前
l
烈
一

ス
ッ
チ
7
タ
ハ
　
サ
カ
ヤ
カ
ス
こ
と
七
ソ
レ
ッ
㌢

不
レ
恵
　
昌
二
　
一
．
前
l
烈
一

ツ

て

7

タ

ハ

　

サ

カ

ヤ

カ

ス

こ

と

　

　

　

を

不
レ
魁
】
一
l
昌
二
　
　
前
－
烈
一

五
九

（
開
宗
明
義
軍
、
第

（
同
右
、
七
丁
オ
）

（
同
右
、
．
一
二
〇
行
）

（
同
右
、
一
二
四
行
）

（
同
右
、
一
二
四
行
）



訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

〔
延
塵
元
年
本
〕

〔
宝
寿
院
本
〕

〔
文
亀
二
年
本
〕

ス
ッ
て
　
7
タ
ハ

不
レ
屯
ニ

ス
シ
テ
　
7
タ
ハ

不
六
起
五

、

γ

　

7

タ

ハ

不
レ
剋
レ

サ
カ
ヤ
カ
ス
こ
と
　
こ
レ
ツ
を

昌
〓
　
　
前
1
烈
】
（
同
右
、
十
五
丁
オ
．
）

サ

カ

ヤ

カ

ス

コ

L

r

七

ソ

・

レ

ッ

’

一

昌
四
　
　
前
ニ
ー
烈
（
同
右
、
九
七
行
）

サ

カ

ヤ

ス

1

．

・

・

　

∵

㍉

’

昌
こ
．
前
・
烈
】
　
（
同
右
、
一
一
一
行
）

「
サ
カ
ユ
」
の
他
動
形
は
「
サ
カ
ヤ
ス
」
・
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

l

－

一

　

　

一

、

「
資
力
ス
」
等
の
力
行
に
活
用
す
る
語
に
「
．
ス
」
の
隙
い
た
形
に
誤

推
し
て
∴
「
サ
カ
ヤ
オ
ス
」
．
と
す
る
形
は
、
l
院
政
期
か
ら
漸
増
し
鎌

倉
時
代
に
一
周
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
吏
も
の
で
、
こ
れ
は
「
口

語
的
表
現
」
．
や
語
詞
で
あ
る
と
説
か
れ
攣
㌃
責
料
」
に
も
、
阿

ノ
ケ
’
カ
シ

曜
薄
肇
冗
帥
大
将
上
仏
陀
羅
尼
修
行
儀
軌
嘉
保
二
年
点
の
「
廻
　
」

イ

カ

ラ

カ

芸

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

サ

カ

ヤ

カ

ツ

、

「
怒
一
」
、
煩
墾
二
代
格
文
永
五
年
点
に
、
同
じ
「
隆
　
」
が
拾
わ
れ

六
〇

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

h

日
．
「
射
サ
シ
ム
」
の
語
法
∵

む

を

シ

て

一

イ

サ

シ

▲

　

O

r

l

’

〔
建
久
六
年
本
〕
使
レ
人
　
（
略
）
射
　
天
l
地
四
l
方
　
（
開
宗
明
義
章

0
に

第
こ
（
・
F
”
蒜
か
計
巴

シ

て

l

　

　

　

∴

イ

サ

　

　

　

　

’

〔
仁
治
識
語
本
〕
僚
下
レ
人
（
略
）
射
申
天
地
四
方
上
（
同
右
、
．
一
〇
〇

行

当

－

　

　

　

　

に

〔
許
容
治
安
本
「
（
抜
草
の
た
め
こ
の
箇
所
を
欠
く
）

シ

て

　

を

　

　

イ

　

　

　

　

　

に

〔
永
仁
七
年
点
〕
使
下
レ
人
（
略
）
射
中
天
l
地
・
四
・
方
上
（
開
宗
明
義

．

シ

▲

　

　

　

　

　

一

章
第
一
、
十
丁
オ
）

て
　
　
を
　
．
　
イ
†

〔
窪
治
三
年
本
〕
使
㌻
人
大
略
）
掛
中
天
・
地
四
l
方
上
l
（
同
右
、
六
丁

シ
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ

た
。
こ
の
踵
の
語
詞
は
「
　
l

プ
カ
’
カ
ツ
を
　
プ
ビ
ヤ
シ
ナ
は
を

．
老
′
　
紬
．
費
．
財
亦
元

－

　

　

　

　

ヶ

益
（
金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解

▲

　

．

．
一
巻
七
、
文
永
五
年
点
）

の
よ
う
に
、
・
そ
の
他
の
訓
点
資
料
に
も
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
古

文
孝
経
の
古
点
本
で
は
、
室
町
時
代
の
文
亀
二
年
本
を
除
い
て
、
超

久
六
年
本
か
ら
宝
寿
院
本
に
至
る
鎌
倉
時
代
の
点
本
は
、
こ
の
閲
宗

明
義
章
第
一
の
路
の
こ
の
部
分
の
「
昌
」
を
、
総
て
こ
の
「
サ
カ
ヤ

カ
ス
」
の
語
で
訓
読
し
て
．
い
る
。

l
ウ
）

〔
元
亨
元
年
本
〕
l
使
㌢
ら
（
昭
）
射
二
天
・
地
四
l
方
二
同
右
、

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【

瑠
行
）

シ

ナ

l

を

．

　

　

　

　

　

（

ウ

；

）

〔
正
安
四
年
本
〕
使
下
レ
人
l
（
略
）
射
申
サ
天
地
四
－
方
上
（
同
右
、

シ

▲

．

八
行
）
（
飴
琵
）

．
て
　
を

〔
元
浩
二
牛
木
〕
使
丁
レ
人

に

　

　

′

（
略
）
射
申
天
地
・
四
方
上
（
同
右
、
一
一

七
行
）

〔
延
慶
元
年
本
〕
l
野
レ
人

三
篭
ウ
）

シ
’

〔
宝
寿
院
本
〕
使
下
レ
人

シ
▲

行
）

を
（
略
）
担
天
・
地
．
四
去
上
（
同
右
、
十

に

’

　

　

イ

†

　

　

　

　

ハ

ク

’

（
路
）
射
中
天
－
地
四
・
方
上
（
同
右
、
九
二



ー

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

〔
文
卦
一
年
本
〕
促
音
人
（
略
）
射
中
天
l
地
四
・
方
上
（
同
右
、
一
〇

．
五
行
）
　
　
　
　
－

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

°

「
射
ル
」
の
使
役
を
「
射
シ
ム
」
一
で
は
な
く
て
、
「
射
サ
シ
ム
」

と
表
現
す
る
の
l
は
、
「
イ
サ
ス
」
と
い
う
表
現
と
・
「
イ
シ
ム
」
と
い

う
表
現
と
が
口
語
的
場
面
に
お
い
て
泣
治
し
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
、
中
世
に
一
時
的
に
現
れ
た
言
語
事
象
で
あ
っ
て
、
他
の

資
料
に
与
l

ヲ

ト

ヲ

カ

†

躍レ．

シ

▲

ル

一

7

．

⊥

・

八

魚
感
云
（
三
教
指
帰
注
院
政
期
写
本
三
八
丁
オ
）

ツ
て
ハ
▲
ク
か
　
カ
ウ
シ
ヤ
ク
に
ブ
タ
サ
、
シ
▲
　
ヘ
ム
タ
イ
を

命
こ
甲
商
之
巧
匠
一
尽
こ
　
　
変
・
攣
（
猿
投
神
社
成
文
選

正
安
四
年
校
本
）
′
　
　
　
　
∴

－
い
さ
し
め
た
ま
ふ
（
本
妙
寺
本
日
．
本
紀
貴
宴
和
歌
）
　
、
l

の
よ
う
に
口
語
的
性
格
の
強
い
所
に
現
れ
て
い
る
。
．
古
文
孝
経
の
古イ

点
本
で
は
、
料
訓
の
な
い
二
例
を
除
き
、
六
本
が
こ
の
箇
所
を
「
射

す
シ
ム
」
．
の
語
に
ょ
っ
て
訓
読
し
て
い
る
。
、
就
仁
七
年
点
と
元
亨
元

イ

年
本
町
二
太
は
「
射
シ
ム
」
で
あ
る
l
が
、
∴
正
安
四
年
本
が
．
「
サ
」
・
に

イ
サ
シ
▲

合
点
を
付
し
、
丈
、
．
・
・
建
治
三
年
本
が
「
射
　
」
の
他
に
l
「
イ
シ
ム
」
▼

の
別
訓
を
も
併
記
し
て
い
を
所
に
よ
る
．
と
、
∵
こ
の
箇
所
の
．
訓
と
し
て

′

「
イ
サ
シ
ム
」
と
「
イ
ブ
さ
と
今
．
面
が
伝
え
ら
れ
て
お
れ
1
・
ト
六

本
は
「
十
サ
シ
ム
」
の
訓
に
従
っ
て
訓
読
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

れ
る
。

∴
語
法
及
び
語
詞
に
お
い
て
、
古
文
孝
経
の
古
点
本
に
現
れ
た
中
世

語
と
見
ら
れ
る
の
は
、
・
右
の
・
三
項
で
あ
告
l
右
の
串
に
は
・
「
「
カ

ス
」
の
よ
う
に
、
総
て
の
資
料
の
同
一
箇
所
に
は
、
．
こ
の
許
詞
が
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
、
．
「
用
ウ
」
の
よ
う
に
附
訓
の
あ
る
語
例
で
は

イ一
例
を
除
い
て
他
は
こ
の
新
形
で
あ
る
も
の
、
「
射
す
ス
」
ゐ
よ
う

イ
ツ
▲
一

に
、
l
l
異
訓
の
「
射
」
．
と
併
用
す
る
が
こ
の
泥
沼
形
が
優
勢
で
あ
る

も
の
が
あ
る
。
幾
つ
か
の
、
女
は
総
て
の
資
料
に
わ
た
っ
で
、
同
一

・
．
・
．
‥

箇
所
の
訓
と
し
て
：
j
の
新
形
が
現
れ
て
ド
一
る
．
と
．
い
y
L
と
は
如
何

な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
加
点
者

「が
語
法
，
語
詞
に
お
い
・
で
こ
け
よ
㌢
な
新
形
を
採
用
し
た

．
の
が
偶
然

－
1
に
＋
致
し
た
と
考
え
息
は
不
自
然
で
あ
る
。
碧
に
よ
れ
ば
、
そ

一の
箇
所
l
々
々
の
訓
は
、
累
家
玖
秘
説
を
伝
え
た
と
あ
り
、
実
際
に
古

文
孝
経
の
調
法
を
比
較
検
討
す
る
．
と
、
教
隆
を
中
心
と
す
る
関
東
系

と
、
良
業
以
下
の
京
都
系
と
で
訓
に
部
分
的
な
少
異
こ
そ
あ
れ
、
大

．
1
・
、
・
、
、
．
．

網
に
お
、
い
て
は
清
原
家
の
訓
読
と
し
て
一
定
し
て
一
い
耳
の
で
あ
る
。

－
「
一
－

し
か
も
、
新
形
が
阻
東
系
と
京
都
系
止
龍
係
ら
ザ
共
に
現
れ
て
い
る

′
′
ノ
．

こ
せ
は
、
そ
れ
以
前
竿
仲
隆
（
教
隆
の
父
）
．
と
そ
の
弟
良
業
と
の

「
一
両
名
の
鮭
に
当
る
掛
業
か
そ
の
祖
父
定
康
あ
た
り
一
れ
古
文
孝
経
の
計

六
一
一



訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

読
語
の
中
賢
し
の
新
形
が
既
に
取
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
．
そ
れ
が
他
の

訓
と
共
に
、
・
家
説
と
し
て
諸
本
龍
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で

あ
ろ
シ
。
定
康
は
、
元
螢
一
年
本
の
本
奥
に
よ
る
と
、
「
去
寛
治
三
年

（
一
〇
八
九
）
九
月
十
日
奉
読
清
直
講
定
之
本
」
と
あ
っ
て
」
院
政
初
期

に
、
古
文
孝
経
の
訓
読
説
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。
．

卸
、
同
種
の
言
語
事
象
は
「
各
資
粁
に
散
見
す
る
が
、
語
例
や
箇
所

・
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
l

こ
れ
に
は
、
音
韻
に
つ
い
で
、
漢
字
音
の
、
′
H
唇
内
入
声
韻
尾
の

促
音
化
、
⇔
喉
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
、
由
合
拗
音
の
表
記
と
消

失
、
画
オ
段
拗
長
音
、
国
語
音
の
、
国
u
段
と
0
段
と
の
交
替
、
㈹

促
音
便
の
「
ツ
」
表
記
、
l
田
琵
草
「
ソ
」
の
介
互
が
挙
げ
ら
れ
る
。

H
唇
内
入
声
親
局
の
促
音
化
′

ハ

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

リ

シ

チ

こ

と

を

・
〔
建
久
六
年
本
〕
法
。
t
限
。
（
脚
大
夫
章
第
四
）
摂
レ
　
政
　
（
聖
治

′
．
・
．
章
第
十
）
　
〔
以
上
二
語
二
例
〕
　
　
　
　
∴

（

プ

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

プ

シ

　

を

〔
仁
治
識
語
本
〕
法
－
○
象
（
天
子
章
第
二
、
一
．
二
九
行
）
摂
レ
改

セ

プ

ス

に

（
聖
治
章
第
十
、
三
三
四
行
）
接
レ
下
（
諌
詳
章
第
廿
、

五
五
二
行
）
．
一
．
〔
以
上
三
語
三
例
〕

〔
群
書
治
要
本
〕
　
（
抜
草
の
た
め
に
該
当
倒
な
し
）

〔
永
仁
七
年
点
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

六
二

タ

ツ

タ

イ

ス

ル

時

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ツ

〔
建
治
三
年
本
〕
答
。
つ
対
　
（
開
宗
明
義
章
第
一
、
六
丁
オ
）
法
－

度
（
諸
侯
章
第
三
、
八
丁
オ
、
「
バ
ツ
」
は
朱
書
）

〔
以
上
二
語
二
例
〕

ハ
ア

〔
元
手
元
年
本
〕
法
・
服
（
脚
大
夫
章
第
四
、
一
六
八
行
）
〔
・
芸
…
一

例
〕

〔
正
安
四
年
本
〕

〔
元
徳
二
年
本
〕

〔
延
慶
元
年
本
〕

答
。
1
対
　
（
開
宗
明
義
章
第
一
、
十
二
丁
オ
）
．
汝
－

セ

ツ

シ

チ

マ

を

摂
レ
　
政
　
▼
（
聖
治
章
第
十
）
∴
一
語
一
例
〕

（
該
当
例
な
し
）
．

′
ブ
　
　
　
ス
ル

ハ
ブ

γ

象
（
天
子
葦
第
二
、
十
五
丁
ウ
）
法
l
。
禁
（
三
重
早

．
第
八
、
二
十
八
丁
オ
）
．
〔
以
上
三
語
三
例
〕

ハ

プ

ツ

ヤ

ウ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

’

シ

チ

．

コ

ト

’

〔
宝
寿
院
本
〕
法
象
　
（
天
子
章
第
二
、
二
一
行
）
摂
二
政
一

（
聖
治
章
第
十
、
二
四
六
行
）
　
〔
二
語
二
例
〕

〔
文
亀
二
年
本
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

．
唇
内
入
声
音
が
無
声
子
音
に
続
く
際
に
促
音
化
す
る
現
象
は
、

セ

ワ

’

ウ

尋
提
」
（
－
預
指
椅
注
二
五
丁
ウ
）
の
よ
う
に
、
院
政
期
の
資
料

か
ら
見
ら
れ
る
。
古
文
孝
経
の
右
掲
例
も
、
そ
れ
ら
に
加
わ
る
例
ど

も
で
あ
る
が
、
同
一
箇
所
に
請
資
料
を
通
じ
て
生
ず
る
と
は
限
ら
な

ヽ
　
〇

－
レ日

喉
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化



【
踵
久
六
年
本
〕

〔
仁
治
詩
語
本
〕

〔
群
書
治
安
本
〕

〔
永
仁
七
年
点
〕

〔
踵
治
三
年
本
〕

六
書
ロ
（
序
）
　
　
〔
一
語
一
例
〕

プ
六
経
（
序
、
七
行
）
　
〔
一
語
一
例
〕

（
抜
革
の
た
め
に
該
当
例
な
し
）

カ

’

カ

ク

学
t
校
（
序
、
二
丁
ウ
）
（
「
ヱ
翌
）
〔
一
．
訴
二
例
〕

プ

ヒ

’

′

侶
　
下
（
卿
大
夫
章
第
四
、
八
ウ
）
．
（
「
ヱ
別
筆
）

一
郎
l

プ
勘
訂
要
道
章
第
十
五
、
二
十
ウ
）
〔
二
語
二
例
〕

〔
元
手
元
年
本
〕
（
該
当
例
な
し
）

，
’
ハ
7
コ
ケ

〔
正
安
四
年
本
〕
六
－
合
（
序
・
五
行
）
百
姦
（
庶
人
章
第
⊥
ハ
二

三
四
行
）
〔
二
語
二
例
〕
l
一
－

ヒ
意
’

〔
元
寧
一
年
本
〕
偏
。
－
下
（
卿
大
夫
章
第
四
、
一
六
七
行
）
＝
語

一
例
〕

，
ノ
ト
プ
カ
ウ

〔
廷
臣
元
年
本
〓
バ
ー
経
（
序
、
五
丁
ウ
）
徳
・
。
教
▼
（
天
子
章
第

ハ

カ

グ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

カ

「
日
額
」
（
三
教
指
帰
注
二
十
丁
オ
）
、
「
足
下
」
（
高
山
寺
本
古
往
来

⑧

四
一
三
行
）
の
よ
う
に
、
院
政
期
の
資
料
か
ら
見
ら
れ
る
。
古
文
孝

経
の
右
掲
例
も
、
こ
れ
ら
に
加
わ
る
例
ど
も
で
あ
る
が
、
同
一
箇
所

に
詩
資
料
を
通
じ
て
生
ず
る
l
と
は
限
ら
重
い
。

そ
こ
で
、
右
の
H
⇔
の
二
つ
の
促
音
化
の
現
象
が
生
じ
た
箇
所
に

つ
い
て
、
古
文
を
経
の
古
点
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
昔
に
表

記
さ
れ
て
い
る
か
を
表
示
す
る
と
別
表
（
六
四
・
六
五
頁
）
の
よ
う

に
な
る
。

一
。
∵
は
丁
オ
）
〔
。
語
二
例
〕

〔
宝
寿
院
本
〕
百
官
（
閃
宗
明
義
章
第
一
、
八
二
行
）

ハ

タ

コ

ク

ー

吉
敷
・
（
庶

コ
ツ

人
草
第
六
、
一
七
一
行
）
国
家
（
間
門
章
第
十
九
、

三
六
一
行
）
　
〔
三
語
三
例
〕

〔
文
亀
二
年
本
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

喉
内
l
大
声
音
が
．
無
声
子
音
に
続
く
際
に
促
音
化
す
る
現
象
は
、

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
で
（
小
林
）

て
の
表
で
分
る
よ
う
に
、
虎
音
化
の
現
象
は
、
常
に
特
定
箇
所
の

読
み
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
も
な
く
、
叉
、
関
東
系
・
京
都
系
と

い
う
系
統
に
偏
る
こ
と
も
な
く
て
、
偶
発
的
で
あ
る
。
又
、
一
つ
の

資
札
内
で
同
種
の
語
に
常
に
現
れ
る
の
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
音
韻

に
お
い
て
は
「
伝
統
的
な
累
代
の
訓
説
せ
い
う
む
の
に
必
ず
し
も
拘

束
さ
れ
ず
に
、
．
加
点
者
の
素
養
が
反
映
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
す

れ
ば
、
こ
の
表
の
分
布
の
様
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
、
こ
の
二
現

象
の
実
態
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
の
、
音
韻
に
つ
い
て
の
請
事
象
も
、
同
様
に
考
え
て
良
さ
そ

う
で
あ
る
。

六
三



）
車

輪
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nr
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劃
せ

ゼ
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田
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l
、

受
宝

．延
元徳二年本

．

正安四年本

元
建

永
仁

建
古文

孝経
亀

寿
阜

＿

亨
治

仁
渦

久
資

．
二

．儲
冗．

元
三

七
識

六
串象の

‘ご・・・′・．

所在

料！
年

年
年

．年
．年

語
’年

本
本

應
本

元
点

本
本

漢卑
1．．－．．

－
タフ

タッ

タゥ
タッ
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先輩
答

タィ
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タィ
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第
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ノヽ
ハッ
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′
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′
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ノ
＼

′
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ウ
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ツ
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フ
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ツ
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訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

臼
合
拗
音
の
表
記
と
消
僕
　
　
　
　
　
l

キ

ソ

　

　

　

　

　

キ

ヰ

ソ

　

　

　

　

　

タ

ヰ

ソ

〔
建
久
六
年
本
〕
訓
（
第
九
章
）
古
－
訓
（
第
四
草
）
・
遺
－
訓
（
第
十

一

　

六

章

）

キ

コ

ウ

ツ

　

　

　

　

　

キ

ヰ

ぎ

ウ

シ

　

　

　

　

　

　

る

ハ

供
祀
（
第
十
二
章
）
供
－
事
（
第
九
章
）
・
不
レ

ク
ヰ
ヨ
二
ワ
セ

供
．
（
第
十
四
章
）

キ
ソ

〔
仁
治
識
語
本
〕
道
・
訓
（
第
〓
早
）

キ

ソ

　

　

　

　

　

　

キ

ソ

古
l
訓
（
第
四
章
）
　
訓
・
（
第

一
・
第
九
・
第
十
六
章
）
　
　
　
　
．
、

キ

ヲ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

キ

J

ウ

　

　

　

　

　

グ

ケ

ソ

シ

フ

供
－
養
（
第
十
三
章
）
　
供
．
ノ
l
（
第
十
四
章
）
原
　
湿
。

ケ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

（
第
六
章
）
　
恵
（
第
二
早
）

〔
永
仁
七
年
点
〕

〔
建
治
三
年
本
〕

キ
ゴ
・
ワ
　
と
し
て

兢
ミ
　
　
（
第
三
章
）

ク
＋
ぎ
ウ
　
と
し
て
l

兢
－
ミ
　
　
（
第
三
章
）

タ

ヰ

ソ

　

　

　

　

＋

ソ

古
－
訓
（
第
四
章
）
訓
－

キ
J
ウ
す

。
伝
．
（
序
）
　
供
　
（
第
十
二
章
）

ケ

エ

ツ

．

＋

　

　

　

　

　

　

ク

エ

イ

血
上
気
（
第
〓
早
）
　
子
・
恵
（
序
）

ク

ヰ

F

ウ

　

　

　

　

　

ケ

プ

〔
元
手
元
年
本
〕
兢
　
ミ
（
第
三
章
）
　
血
気
（
第
一
章
）

コ
　
タ
キ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
▲
∴
′
　
コ

’

◆

■

ウ

六
六

ク

ヰ

ソ

ク

ヰ

ソ

　

　

　

　

ク

エ

プ

〔
元
徳
二
年
本
〕
道
－
訓
・
訓
（
第
一
章
）
　
血
気
（
第
一
葦
）

ク

ヰ

ソ

　

　

　

　

ク

ヰ

ゴ

ウ

　

　

　

　

　

　

グ

エ

ツ

〔
延
歴
元
年
本
〕
訓
1
伝
（
序
）
　
供
－
事
（
第
九
章
）
　
血
気
（
第

一
章
）

タ

ヰ

ソ

　

　

　

　

グ

ヰ

ゴ

ウ

ツ

　

　

　

　

　

タ

エ

イ

〔
宝
寿
院
本
〕
訓
－
伝
（
序
）
　
供
－
事
（
第
九
章
）
　
恵
（
序
）

ク

エ

ツ

十

　

　

　

　

　

キ

ヨ

ウ

ケ

イ

血
上
気
（
第
〓
早
）
現
－
敬
（
第
二
十
章
）

十

ソ

　

　

　

＋

　

L

r

＿

．

〔
文
亀
二
年
本
〕
訓
（
序
）
　
唱
－
然
　
（
序
）

合
拗
音
の
内
、
特
に
「
ク
ヰ
」
「
ク
エ
」
が
唇
音
の
W
を
失
っ
て

⑨

直
音
化
す
る
現
象
は
院
政
期
か
ら
見
ら
れ
る
。
右
の
語
例
も
こ
れ
に

同
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

画
オ
段
拗
長
音

’

イ

シ

■

ウ

　

　

　

　

レ

ウ

’

コ

ル

〔
建
久
六
年
本
〕
○
待
－
詔
　
（
序
）
　
○
龍
興
　
（
序
）

シ

＿

ウ

，

ソ

シ

　

　

　

　

チ

■

ウ

亡

〔
仁
治
識
語
本
〕
○
照
－
臨
　
（
第
九
章
）
　
朝
　
（
第
二
十
章
）

七

ウ

シ

　

　

　

　

　

　

シ

■

ウ

　

　

　

　

　

　

ケ

ウ

レ

イ

○
承
－
事
（
第
一
章
）
　
丞
－
民
（
第
四
章
）
　
凶
－
痛

（
第
十
七
章
）

〔
正
安
四
年
本
〕
古
－
罰
（
第
四
章
）
　
訓
－
故
（
第
十
六
章
）
供
1

事
（
第
九
章
）

タ
エ
ソ

章
）
　
絃
1
歌

章
「
第
七
章
）

タ
ヰ
■
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
▼
二
7
◆

兢
－
ミ
　
（
第
三
章
）
　
血
気
（
第
一

ケ
イ

（
第
十
七
草
）
恵
（
序
）
l
一
髭
ノ
聖

二

〔
永
亡
七
年
点
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

◆
■
ウ

〔
超
治
三
年
本
〕
．
〇
事
菜
（
第
十
二
章
）

レ
ク
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
　
ホ

ナ
ウ

〔
元
手
元
年
本
〕
○
龍
（
序
）
　
塾
－
畝
（
第
六
章
）
　
等
・
寵
（
第
九

章
）



チ

■

ク

t

●

　

　

　

　

■

ウ

ス

ル

雷

ウ

●

1

〔
正
安
四
年
本
〕
○
朝
・
夕
（
第
十
二
軍
）
　
要
・
要
　
（
第
十
四

レ

ケ

　

　

カ

ウ

レ

ウ

　

　

　

　

　

レ

ウ

ホ

章
）
　
○
龍
（
序
）
　
蚊
l
龍
（
第
十
六
章
）
　
寛
l
畝

’

’

イ

’

’

　

　

　

　

　

ソ

ソ

l

’

ウ

（
第
六
章
）
慎
寓
（
第
二
十
章
）
　
等
・
寵
（
第
九
章
）

ケ

ウ

　

　

　

　

　

　

ヶ

ケ

ト

タ

凶
・
詞
（
第
一
草
）
　
凶
・
培
（
第
十
二
軍
・
第
十
二

t

7

す

も

　

　

七

ウ

ス

ル

　

　

　

　

七

ウ

章
）
　
称
　
（
序
）
　
称
　
（
第
二
章
）
　
通
称
（
第
一

七
ケ
シ

章
）
　
承
事
（
第
一
章
）

▼

．

ィ

ト

コ

ソ

〔
建
治
三
年
本
〕
安
　
（
序
）

イ
ア
タ
ソ

コ

、

ウ

て

．

〔
元
亨
元
年
本
〕
是
以
（
序
）

イ
プ
タ
ソ
ソ

〔
正
安
四
年
本
〕
安
　
（
序
）

イ

ト

コ

ツ

7

ナ

ト

㌣

ア

ナ

1

r

ラ

　

　

　

ー

侮
　
l
侵
l
　
（
第
九
章
）
・

コ

，

ウ

　

て

　

　

　

7

ナ

ト

サ

　

ア

ナ

ト

ラ

是
以
1
（
序
）
侮
－
1
－
億
・
（
第
九
章
）

〔
元
徳
二
年
本
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

〔
延
壁
冗
年
本
〕
　
（
該
当
倒
な
し
）

〔
宝
寿
院
本
〕
　
（
該
当
例
な
し
）

〔
元
培
二
年
本
〕

〔
延
慶
元
年
本
〕

〔
宝
寿
院
本
〕

〔
文
亀
二
年
本
〕

ケ
ウ
l
′
ウ

○
凶
・
桐
（
第
一
章
）

（
該
当
例
な
し
）

（
該
当
例
な
し
）

’
ウ

○
休
1
徴
（
第
九
章
）

ケ
ウ供

1
事
（
第
九
章
）

⑳

オ
段
拗
長
音
に
つ
一
い
て
は
旧
稿
に
て
詳
述
し
た
。
右
の
例
ど
も
は

こ
れ
に
加
わ
る
も
の
で
あ
る
。

困
u
按
と
0
段
と
の
交
替

コ

ヽ

ウ

て

〔
建
久
六
年
本
〕
是
以

タ
ソ

イ
ブ
．
一
ソ

（
序
）
（
L
哲
誓
，
」
）
餐
娠
（
竺
章
）

ア

ナ

7

，

　

7

ナ

プ

ヲ

安
　
六
序
）
侮
t
　
惧
　
（
第
九
草
）

コ

．

、

ウ

　

　

　

　

　

7

ナ

ト

ー

7

ナ

ー

ヲ

〔
仁
治
識
語
本
〕
是
以
（
第
二
革
）
　
侮
「
　
惧
　
（
第
九
章
）

コ

ヽ

ウ

て

〔
群
書
治
安
本
〕
是
以

コ

ヽ

ウ

て

〔
永
仁
七
年
点
〕
是
以
（
序
・
第
二
早
）

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

内
促
音
便
の
「
ツ
」
表
記

〔
窪
治
三
年
本
〕

〔
元
手
元
年
本
〕

イ
ブ
ツ
タ

首
　
　
（
序

イ
ツ
ツ
タ
（
朱
）

イ
こ
′
ツ
′

苦
　
（
序
）

）
避
レ
席
（
第
〓
早
）
．
勘
訂
一
章
）

サ
ツ
て
　
七
十
を

マ
ツ
タ
ウ
　
て

全
　
而
（
第
二
早
）

ク

ツ

ト

ヒ

上
　
（
第
三

一
イ
ブ
シ
フ
（
朱
）

ホ
ツ
ス
ル
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ツ
ス

欲
　
　
（
第
十
一
章
）
．
欲
．

ツ
タ
ツ
テ

章
）
．
為
　
（
第
二
十
二
軍
）

．
　
デ
プ
チ
（
別
筆
力
）
・
　
イ
バ
グ
．

〔
正
安
四
年
本
〕
一
失
　
（
序
）
　
苦

（序）

タ
モ
ツ
ナ

保
　
（
第
一
章
）

（
第
二
十
二
章
）

ホ
ツ
ス
レ
ト
モ
　
　
　
　
　
ホ
プ
ッ
チ
ナ
リ

〔
宝
寿
院
本
〕
欲
　
　
（
序
）
　
欲

イ

ツ

チ

　

ー

キ

ソ

ツ

チ

〔
文
亀
二
年
本
〕
言
　
（
序
）
疲
　
（
序
）

ミ
　
　
イ
ブ
ツ
タ
ー
　
　
　
　
毛
ツ
ナ

自
t
導
　
（
序
）
　
用
（
序
）

タ
ツ
ナ

作
（
第
一
章
）

田
扶
育
「
ソ
」
の
介
入
‥

ホ
ツ
ス

（
序
）
　
欲
（
第
一
章
）

ツ
タ
カ
ツ
チ

銃
∵
　
（
第
一
章
）

モ
ツ持



訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

〔
建
久
六
年
本
〕

〔
群
書
治
要
本
〕

〔
療
治
三
年
本
〕

〔
宝
寿
院
本
〕

ス

ソ

ハ

　

カ

は

．

　

一

　

　

イ

レ

不
レ
順
（
第
七
草
）
　
不
レ
納
（
第
二
十
章
）

ス
ソ
ハ

ス

ソ

は

　

　

　

　

　

　

ス

ソ

は

非
一
（
第
四
章
、
五
例
）
不
　
（
第
四
章
・
一
二
例
）

ス

ソ

ハ

　

　

　

　

　

　

ヨ

し

ソ

ス

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

不
敬
．
（
序
）
　
好
　
六
第
八
章
）

ス

ソ

ハ

7

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ビ

ソ

ヒ

一

細

弗
　
（
第
二
十
章
）
　
日
　
（
第
十
三
章
。

整
崇
摘
言
　
二

こ
れ
ら
も
亦
、
中
世
l
に
そ
の
例
が
始
め
て
現
れ
る
（
内
田
）

か
、

語
と
し
て
主
に
中
世
に
例
を
見
る
も
の
（
空
で
あ
る
．
。

そ
の
年
古
文
孝
経
で
は
各
資
料
毎
に
孤
例
で
あ
．
る
が
、
音
韻

上
、
謹
白
せ
ら
れ
る
事
象
を
挙
げ
る
。

O
「
五
」
を
「
ユ
」
と
す
る
。
．

ユ

ハ

ー

ル

所
l
謂
（
正
安
四
年
本
。
第
二
革
・
第
九
章
の
二
例
あ
り
）

ユ

け

′

’

1

－

「
敵
軍
史
料
」
に
も
、
「
巌
」
の
例
が
あ
っ
た
。

○
長
音

て
　
ケ
ソ
を
　
十
F
ウ
（
七
）
ヲ
ル
　
　
　
　
　
l

以
レ
賢
　
挙
　
　
（
建
久
六
年
本
。
l
第
九
章
）

一

　

　

　

　

　

l

「
沿
革
史
料
」
に
も
、
鼻
音
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
っ
た
l
。

－
　
　
　
．
、
・
　
1
．

〇
「
テ
ウ
」
の
l
↓
芝
を
「
ソ
」
と
表
し
た
も
の

ナ
ソ兆

－
民
（
宝
寿
院
本
。
第
八
章
）

O
T
行
オ
刈
ナ
チ
」

六
八

ヲ
カ
ナ
ナ
．
．
1
を

行
　
レ
遺
（
建
久
六
年
本
。
第
一
章
）

コ

ホ

L

r

カ

ス

　

　

ノ

自
民
文
集
巻
三
天
永
四
年
（
一
一
三
一
）
点
に
も
、
「
播
　
楽
章

に

歌
－
曲
也
」
（
覆
製
本
三
丁
オ
）
と
い
う
卸
が
あ
る
。
．

約
、
一
資
料
に
の
み
偏
っ
て
或
る
言
語
事
象
群
が
、
共
通
し
て
現
れ

る
も
の
。
l

窪
久
六
年
本
は
、
愛
知
県
猿
投
神
社
所
蔵
で
あ
っ
て
、
鐙
倉
初
期

に
美
渡
国
遠
山
之
庄
で
書
写
さ
れ
た
、
地
方
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中

7
′
ナ

で
、
「
字
」
と
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
位
と
が
、
鎌
倉
時
代
に

お
け
る
、
古
文
孝
経
の
他
の
訓
点
資
料
と
相
達
す
る
。

7
′
ナ

H
「
字
」
．
に
つ
い
て

開
宗
明
義
章
第
一
の
冒
頭
の
注
に
「
仲
尼
老
孔
子
吾
」
と
あ

る
∵
J
の
l
「
字
」
の
和
訓
を
、
猿
投
神
社
兢
建
久
六
年
本
で
は
、
朱

書
で
「
7
．
メ
サ
」
と
ダ
行
の
．
「
ダ
」
の
音
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

こ
の
字
義
は
、
成
年
男
子
が
実
名
以
外
に
付
け
た
別
名
で
あ
っ
て
、

古
来
「
あ
ざ
な
」
の
ザ
行
の
「
ザ
」
を
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
古

文
孝
圧
の
胞
の
罰
点
資
料
で
は
、
皆
「
ア
サ
ナ
」
と
付
罰
し
て
い
る
。

7

†

ナ

字
・
∵
－
〔
亡
拾
記
譜
本
〕
〔
群
書
治
要
本
〕
〔
永
仁
七
年
点
〓
珪
治

三
年
本
〕
〔
元
徳
二
年
本
〕
　
〔
宝
寿
院
本
〕
〔
文
型
一
年
本
〕

字
（
訓
ナ
シ
）
…
〔
元
亨
元
年
本
〕
〔
正
安
四
年
本
〕
〔
延
慶
元
年
本
〕



7
す
ナ

「
字
」
を
「
7
ダ
ナ
」
と
用
い
た
例
は
、
他
に
も
、
地
方
の
古
文
書

に
拾
わ
九
る
。

（
田
）
　
　
　
　
　
　
　
（
書
　
　
賀
　
　
至
　
へ
罵
　
河
　
身
　
空

－
右
件
伝
地
老
紀
伊
国
な
ん
か
の
こ
お
り
あ
ら
か
は
ミ
L
や
う
の

（
在
）
　
（
字
）
　
（
農
谷
）

う
ち
、
あ
n
陰
ふ
ち
た
こ
新
庄
内
也
、
（
高
野
山
文
書
之

五
、
叉
琵
宝
筒
集
三
十
六
」
沙
弥
西
信
田
地
売
券
、
正
広

二
年
（
一
二
八
九
）
正
月
二
十
五
日
）

み
の

あ
へ
て
た
の
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
、
お
う
を
は
の
う
ち
、

l

劇
d
な
l
か
は
く
ち
也
（
勝
尾
寺
文
書
、
瑠
－
ぉ
や
の
国
か
鳩
畠

地
売
券
、
文
麿
元
年
十
二
月
廿
四
日
）

外
院
庄
内
割
増
壱
ツ
ホ
壱
反
（
膵
尾
寺
文
書
、
謝
山
の
㌢
ち

友
国
田
地
売
券
、
正
安
二
年
十
二
月
八
日
）

剖
融
と
お
か
ヶ
（
防
尾
寺
文
書
・
6
2
刑
部
丞
大
江
康
賢
田
地

売
券
、
か
な
く
ゝ
l
わ
ん
．
わ
ん
）
．
三

高
野
山
文
革
†
　
勝
尾
寺
文
書
と
も
に
別
に
「
あ
さ
な
」
も
あ
．
る
。

「
あ
だ
な
」
は
、
或
い
は
「
徒
名
」
と
の
語
義
の
混
清
に
．
よ
っ
て
生

じ
た
と
も
考
え
シ
る
が
、
梁
塵
秘
抄
の
今
様
に
も
、

．

ひ

こ

H

．

と

も

　

し

ま

　

　

　

し

ま

し

ま

　

　

し

ま

　

　

　

　

　

し

ま

　

　

　

　

に

し

備
後
の
覇
の
島
、
そ
の
島
々
に
て
島
に
あ
ら
ず
島
な
ら
ず
、
蛇

せ

い

　

　

　

あ

ま

　

か

な
し
割
増
べ
（
栄
螺
）
な
し
石
筆
も
な
し
、
海
人
の
刈
り
は
す

わ

か

め

一

若
布
な
し
］
（
三
四
九
番
）

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

の
「
さ
ざ
え
」
を
「
さ
増
え
」
皇
百
っ
た
例
が
あ
っ
て
、
轟
音
上
共

通
す
る
。
し
か
を
、
中
国
地
方
の
柄
に
係
る
今
様
で
あ
る
。
明
覚
の

悉
曇
要
訣
に
」
・
「
日
本
下
人
語
バ
サ
ッ
ス
七
ソ
ヲ
タ
チ
ッ
テ
ト
ト
イ
フ
Y

サ
シ
テ
，
タ
チ
テ
ト
イ
ブ
、
サ
リ
テ
ヲ
ク
リ
テ
ト
イ
フ
」
（
安
永
三
年

板
巻
二
ノ
四
七
）
と
あ
る
の
は
、
現
代
語
に
致
し
て
濁
音
に
も
通
ず

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
靴
語
が
特
定
の
語
の
発
音
に
現
れ

る
こ
と
が
、
地
方
の
言
葉
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．
。

⇔
ハ
行
四
段
活
用
の
促
音
便
－
．

泣
投
神
社
歳
建
久
六
年
本
に
は
、
ハ
行
四
段
活
用
を
促
音
便
に
表

記
し
た
績
隆
例
が
あ
l
つ
て
」
他
の
資
料
と
異
な
っ
て
い
る
。
ハ
行
四

段
動
詞
の
連
用
形
は
、
「
テ
」
に
抗
い
た
形
が
大
部
分
で
あ
り
、
総

て
音
便
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
殆
ど
促
音
便
で
あ
る
。

O
「
レ
」
表
記

’

コ

ナ

〃

チ

　

ヒ

ッ

　

　

　

　

　

　

　

を

　

　

　

　

　

シ

タ

カ

レ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

シ

タ

カ

レ

ナ

行
　
こ
匹
。
夫
○
之
。
孝
一
（
層
）
　
従
　
（
第
四
章
）
・
．
順
　
（
第
十

サ

ウ

の

を

二
章
）
ト
ニ
　
其
葬
地
一
（
第
二
十
章
）

ウ
ブ
ナ
〃
チ

○
蘭
表
記

ツ

タ

カ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヵ

チ

　

　

　

　

　

　

　

ッ

タ

カ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

カ

ナ

チ

銃
　
（
第
一
章
）
　
従
　
（
第
二
草
）
　
惰
　
（
第
十
五
章
）
　
行

カ

ナ

チ

　

　

　

　

カ

ナ

チ

（
第
一
章
）
・
．
合
　
（
第
四
章
）
．
称
　
（
第
二
十
章
）
▼

O
「
フ
」
表
記

六
九



オ
フ
て

追

訓
点
資
料
に
現
れ
た
中
世
語
に
つ
い
て
（
小
林
）

7

ナ

一

　

　

　

　

ス

ク

7

チ

（
第
十
七
草
）
　
謂
　
（
第
十
九
章
）
　
救
　
（
第
二
十
章
）

’

ヽ

フ

ナ

覆
．

イ
ブ
シ
タ

苗

（
第
八
章
）

（序）．

促
音
便
が
極
め
て
多
い
。
「
フ
」
表
記
は
親
本
等
に
引
か
れ
て
現
れ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
舌
内
入
声
音
も
「
レ
」
l
叉
は
無
表

．

記
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
文
孝
経
の
l
鎌
倉
時
代
の
他
の
訓
点
資

料
で
は
、
無
表
記
も
あ
る
が
、
・
「
フ
」
表
記
が
主
で
あ
っ
て
相
達
す

る
。
こ
れ
は
、
痙
久
六
年
本
が
、
東
国
と
い
う
地
方
の
発
音
を
反
映

し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
．

こ
の
よ
う
に
、
美
濃
国
と
い
う
地
方
で
加
点
し
た
資
料
に
は
、
地

方
の
、
俗
語
や
蔓
目
の
反
映
す
ふ
む
の
が
あ
ざ
」
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

四
∵
結
び
に
か
え
て

古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
に
、
中
世
語
の
訪
客

象
が
、
語
法
・
語
詞
・
音
韻
に
わ
た
っ
て
現
れ
て
い
る
。
訓
読
の
用

語
が
伝
統
に
細
的
さ
れ
る
と
い
う
枠
の
中
に
あ
っ
て
、
．
語
法
．
語
詞

に
お
い
て
は
院
政
時
代
の
祖
本
に
既
に
用
い
ら
れ
て
現
れ
た
中
世
語

の
要
素
が
、
諸
本
に
比
較
的
に
忠
実
に
流
伝
し
た
ら
し
㌧
ニ
」
れ
に

七
〇

対
し
て
、
壷
韻
に
あ
っ
て
は
、
漢
字
音
・
国
語
音
を
問
わ
ず
、
加
点
者

の
素
養
を
反
映
し
て
新
要
素
が
現
れ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
、
中
世
語

の
音
韻
を
考
察
す
る
材
料
が
得
ら
れ
、
二
又
地
方
の
加
点
資
料
の
中
に

は
、
当
時
の
地
方
の
俗
語
等
が
窺
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
1

．
古
文
孝
経
の
請
訓
点
資
料
に
お
い
て
得
た
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し

と
方
法
と
を
手
掛
り
と
し
て
、
他
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
へ
中
世
語

を
洗
い
出
し
、
考
察
す
る
の
が
中
世
語
研
究
の
、
今
後
の
一
つ
の
課

題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
日
稿
）

〔注〕
①
　
築
島
裕
「
訓
点
勇
料
の
年
代
的
性
格
」
（
「
上
代
文
学
論
叢
」
所
収
、
昭

．
和
四
十
三
年
±
一
月
）

◎
　
拙
稿
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
古
記
琴

◎④⑤◎◎◎◎⑳

特
集
号
3
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

拙
著
「
僻
露
語
琵
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
一
二
七
二
八

同
右
往
◎
参
照

同
右
拙
著
一

・

注
◎
拍
積
一

七
四
頁

五
八
頁

．
注
◎
抱
括
一
〇
四
頁

注
◎
拙
宙
一
〇
四
頁

注
◎
拙
括
一
〇
一
ハ
頁

注
◎
拙
措
一
〇
八
頁

（
国
語
学
国
文
学
教
授
）
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 å -.:'å i'. j å :_:::å  ;;. ,:On Hokiijo-Nikki byKan:Chazan. -nå  å ''.
å 'å     ' (kept in the ninth, year of.Anrei:Period)

 - : å å   -å -.:-:.  ::.-;å ) å .-;:.. . •E-.•E::: .-;•E >.> .-,   ,å å .å å ] å ,.å , ..•E- . - :
 '.•Eå å å å ''å 'å å --'å å å 'å å  'å  å å :'•E å •E:å " "å å  :  'å -'-.:j'..-.:å å å •Eå =' . KiichiRAI

''-. -å  - å  The:datum introduced here is Hokujo-NikkiXit_tBti') dated 9th year

of An-ei Period kept by.Kan Chazan Otf^Uj), the! owner of which is

Mr. Yoshio Kan; an inhabitant of Kannabe-cho, Fukayasu-gun, Hiroshima

Prefecture.:  •Eå å -; -_.'å  :     ;"i" . . 7/' !.å -å å :å   :å  v...•E;å å  .:.

-å  - : Kan Chazan (1748-1827) set out for study in Kyoto and.stayed

there six times since the third year of Meiwa Period: In Kyoto he was

taught Neo-Confusianism by Naba Rodo (Spj^g-^). The ninth year of

An-ei Period was the last of his travelling in pursuit of knowledge there.

He went.to Osaka from Kyoto twice in the year, where he held interco-

urse with the men of "Kontonsha" (iE?E?i)' a grouP °f poets. Among

them were Rai Shunsui (g^f^Jc), Bito Jishu (^^ni>H) and some others.

Chazan was closely associated with Kathu-Shikin (H^f5p) who was quite

celebrated for a poet at that time. This was a great joy to him.

   This is a very important datum because we can learn :

  (1) the various aspects of scholars or men of culture in Kyoto and

    Osaka in those days ;

  (2) what kinds of studies the rural men pursued in big cities.

          On Medieval Japanese

     in the Contemporary Punctuation Materials

                           Yoshinori KOBAYASHI

tosho-seibi-repo
長方形
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By "Kunten-shiryo (punctuation materials)' are meant any Chinese

writings with kana (the Japanese syllabary) and other symbols glossed

between, the lines so as to facilitate reading Chinese characters as re-

ndered: into Japanese. The materials of this kind since the ninth century

are abundantly extant in ancient temples. Their language is strongly

traditional, but the medieval kunten-shiryo written- from the twelfth

through the fifteenth centuries reflect new phonemes, vocabulary, and di-

ction during this period. Consequently, they provide us with materials for

the study of medieval Japanese. The present study proposes to elucidate

the actual conditions and characteristics of medieval Japanese, with special

reference to the kunten-shiryo in eleven different texts of Ku-wtn-hsiao-ching
(#£#&)å ! .•Eå  '-å å  " - .""å -.å  å å å ."å å å  :"

On the Usage of Ghinese Characters in Kasen-Orai

' in comparison with that of Kozanjiton-Ko-Orai-

Kita TAKASHI

Comparing the usage of Chinese characters in Kasen-Orai, the Ja-

panized Chinese written in the twelfth century, with that of Kozanjibon-

Ko-Orai composed in almost the same period, I caught the following

results :

1) It is a general principle that we inscribe one Japanese word

by the characters of the stereotyped kind.

2) Even when we inscribe one Japanese word by more than two

kinds of Chinese characters, both the kind and inscription are

stationary.

tosho-seibi-repo
長方形




